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場合へのTI法の適用は本論文では触れない.主に周期ポテンシャ

ルの大きさと粒子間の措合力の強さの比が異なる場合の計算を行い,

その結果について載姶する.

周期ポテンシャルの大きさの, 投手間の結合力の強さに対する

比が, 比車的大きな場合には超イオン導電体の細虎があり,

K.Takahashi,Ⅰ.Mannari,'T.王shまi らが,モンテカルロ･シミュレー

ション(XC)の方法で,櫛力的に計算を行って奉 り,その括東との比

朝を行う.

ここで使用 したTI方程式は,それ 自体は厳密なものであるが7

これを,解析的に解 くことはできない (近似によるアプローチは梯

様な方法がある).そこで,数億計算に載る事になるのであるが,

その方法には若干の問題が残されている.その一つは,本来無限区

間の褒積分である所を有限区脚の常飲的な和 (台形公式)として処

理している点にある.この点については,最後に戯れる.今後の謙

虚として,実蔚に計算するには至っていないが,幾つかの改良され

た方法の掩轟を行う.

3.2次元 3角格子のSpindensitywave状態

中 西 知 己

2次 元電 子 形 の SDY状 態 に つ い て､ 簡 単 なmodelを 使 って 調 べ た｡

こ こで はnodelと して EubbardtBOdelを 用 い て い る｡ これ は電 子 間

の Coulotbb相 互 作 用 を 同 一 格 子 点 上 の み に 限 定 し､ 又 格 子 点 間 に は

あ る大 き さ の hoppingが あ る と い う､ 固 体 のTbOdelと して は非 常 に簡

単 で 基 本 的 な もの で あ る｡ こ のnodelを も と に い くつ か の spin

densityWave(SOY)状 態 に つ い て 系 のJenergy.band構 造 を 評 価 した.

正 方 格 子 で は､ half fillingに つ い て､ antiferro(AF)パ タ ー ンが

最 も安 定 で あ る こ と は 既 に確 認 さ れ て い る｡ そ れ に 対 して､ 3角 格

子 に お い て AFパ タ ー ン は フ ラ ス ト レー シ ョ ンを 持 つ た め､ そ れ ほ ど

低 い erLergyを 持 つ こ とが で きな い｡ こ の た め､ よ り複 雑 な SDY状 態 に

よ っ て さ ら に 低 い energyが 実 現 さ れ 得 る｡ これ まで は､ 経 験 的 に

120度 構 造 が 最 も安 定 で あ ろ う と さ れ て い た が､ 今 回 の 計 算 で よ り多

くの パ タ ー ンを 調 べ る こ と に よ っ て こ の 予 想 を さ ら に 裏 付 け る こ と
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が で きた｡

又､ 電 子 数 がhalffillingよ り もず れ て い る場 合､ SDY状 態 は い く

つ か の格 子 点 で spinnolqent=0とな る よ うな よ り複 雑 な形 を取 り得 る.

こ の よ うな パ ター ンを - 椴 にvortex latticestructureと呼 ぶ｡ 今

回 は 特 に この よ うな バ タ ー ンにお い て 自発 的 に起 こ るchargedensi

ty yaveに注 目 して､ 系 の energy,安 定 性 につ い て考 察 を進 め た. そ

の結 果､ Aidgap stateお よ びnlaingapと い う構 造 に よ って､ これ ら

を 説 明 で き る こ とが わ か った｡

4.強磁場中の 2次元Charge-density-wave状態

横 山 薫

2次 元電子系 に垂直 に､ 強磁場 をかけると､ 電 子 は､ charge-

density-yaye状態 を形成 す ると仮定す る｡ charge-density-Yaye

状態 とは､ 電荷密革が格 子状 に､ 静的 に配列 した状態 である｡ こ

の場合､ 電 荷密度 は､ 3角格子 を形成す ると考 え る｡

このよ うな静 的 に配 列す る電荷密度 をつ くるた め､ まず､ 磁場

中の電子が 占め る､ Landau準位 の一番 エネルギーの低 い状態 を

考 え る｡ こ の状態 に適 当な係数 をっ けて､ 重 ね合 わせ ることによ

り､ 3角格 子を形成す る電 荷密度 をつ くるので あ る｡ この様 な､

重 ね合わせ をす る段階 で､ orderparaneterが､ 定義 され る｡ こ

れ は､ 一番 エネルギー の低 い Landau準位 にあ る波動関数か らつ

くられ る電 荷密度 p (r)を Fourier変換 す る段階で定義 され

るので､ 波数 Q に依 存す る｡

この様 に定義 された電荷密度 に対す る HadLiltonianには､ 電

子 間 の相互 作用 のみを考 え る｡ そ して､ その近似 として､ 打artree

-Fock近似 を とる｡ この様 な､ 相互作用 Jlaniltonianには order

paratbeterが､ 含 まれ て いる｡ また､ orderparaTAeterは､ その

定義 よ り､ Haniltonianか らつ くられ る行列 を対 角化す る時 に得

られ る固有 ベ ク トルか ら､ 計算 され る｡ 従 って､ この間でつ じつ

まの合 うよ うに計算 して､ orderparameterを求 め る｡

ところで､orderpaf細 eterを計算す る際 に､ これを支配す る

波数 Q は今 まで の計算 で は､ あ る基本的 な波数 よ りも大 きい も
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